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抄録
わが国の主要なたばこ製品は紙巻たばこだったが，2014 年の流行以降，加熱式たばこの消費が拡

大している．いずれも口腔を介して使用されるため，能動喫煙と受動喫煙において直接的に曝露され
る歯と口腔への健康影響は幅広く，大きい．本研究は，日本のたばこ対策についての検討に寄与する
ことを目的とした，歯科領域における加熱式たばこに関するナラティブレビューである．加熱式たば
こに関する学会等の動向や研究報告は，2010 年から 2025 年までの，報告書，各学会のホームページ，
論文，新聞記事等から収集した．資料を整理した結果，日本における加熱式たばこの登場を受けて，
歯科医師向け新聞や情報サイトにおいてたばこ産業による加熱式たばこの広告や学会発表や展示のプ
ロモーション活動がみられた．併せて，加熱式たばこが歯科領域に及ぼす影響について，たばこ産業
による研究報告が先行した．今後，加熱式たばこに係る状況を踏まえたたばこ対策に向けて，歯科に
おける加熱式たばこの長期的な健康リスクを明らかにすることが課題である．
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I．はじめに

喫煙は口腔を介して行われるため，歯科領域へ直接的
に影響し，歯科疾患のほか歯科治療の予後にも及ぶ．米
国公衆衛生総監報告書の基準によると，能動喫煙は，歯
周病と口腔・咽頭がんが「因果関係を推定するのに十分
（レベル 1）」であり，う蝕，歯の喪失およびインプラ
ント治療の失敗が「因果関係を示唆しているが十分では
ない（レベル 2）」といわれ[1]，受動喫煙は，子どもの
う蝕がレベル 2，妊婦の能動喫煙と口唇口蓋裂の因果関
係はレベル1と判定されている[2]．

世界保健機関（World Health Organization; WHO）は，
たばこの消費等が健康に及ぼす悪影響から現在および
将来の世代を保護することを目的として「たばこの規
制に関する世界保健機関枠組条約」（WHO Framework 
Convention on Tobacco Control; FCTC）を 2005 年に発効
した．日本は 2004 年に批准しているが，FCTCで求めら
れている内容に対して十分な状況とはいえず，とりわ
け，FCTC第 13 条のたばこ製品に関する広告，販売促進
および後援の規制について対応できていない[3]．また，
2000年からの健康日本21（第一次）以降，健康増進法の
改正をはじめとするさまざまなたばこ規制と対策が実施
されているが，健康日本21（第二次）で設定した目標「成
人喫煙率12％（2022年）」は未達であり，健康日本21（第
三次）も同じ目標値を掲げた．

こうしたなか，加熱式たばこが 2014 年以降に日本で
流行し，その後国内で消費が拡大している．健康増進法
の一部を改正する法律においては，加熱式たばこは紙巻
たばことは異なる分類のうえで 2020 年に全面施行され
た [4]．今後，加熱式たばこに係る状況を踏まえたたば
こ対策に向けて，加熱式たばこの曝露を直接受ける歯・
口腔における公衆衛生上の検討が必要である．

本稿では，加熱式たばこに焦点をあて，国内を中心と
した歯科領域における学会等の主な動きや研究報告を概
説する．加熱式たばこに関する学会等の動向や研究報告
は，報告書，各学会のホームページ，論文，新聞記事
等から収集し，ナラティブレビューを行った．文献は，
2010年から2025年までの期間について，PubMed，医中
誌，厚生労働科学研究成果，新聞記事等のデータベース
を用いて，「歯科/口腔」「加熱式たばこ」等の用語で検
索した．文献や資料等の選択・除外基準は，たばこ産業
による論文等を含め，学会発表等の抄録は除いた．

II．加熱式たばこの特性と使用実態

たばこ葉を燃焼して煙を吸う紙巻たばこに対して，加
熱式たばこは専用の器具にたばこ葉やその加工品を装着
して電気で加熱し，発生するエアロゾルを吸引する．加
熱式たばこと併せて「新型たばこ」と呼ばれる電子たば
こは，たばこの葉を使用せず，グリコール類を主成分に
香料や添加物を加えた液体を加熱してエアロゾルを吸引
する．電子たばこは海外で広く流通しているが[5]，日
本国内ではニコチンを含有する電子たばこの販売を，医
薬品医療機器等法で規制している．

加熱式たばこのエアロゾルには，紙巻たばこの煙と同
じようにニコチンや発がん物質などの有害成分が含まれ
ている[6]．加熱式たばこのエアロゾルのニコチン濃度
は製品によって異なるが，紙巻たばこの主流煙と比較し
て同程度かやや低く[7]，有害成分によっては，紙巻た
ばこより高濃度の物質が加熱式たばこに含まれることも
明らかになっている[8-9]．また，加熱式たばこの使用者
が吐き出す呼気（呼出エアロゾル）に有害成分が含まれ
ていることが報告されている[10]．

2024 年の国民健康・栄養調査の結果によると，喫煙
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率は 14.8％（男性 24.5％，女性 6.5％）で[11]，2013 年
の同調査の結果で示されている 19.3％と比較して減少し
ているが，先進諸国のなかでまだ高い水準にある．喫煙
者が使用しているたばこ製品の種類は，紙巻たばこが
男性 65.4％，女性 60.0％であり，加熱式たばこは男性 
41.4％，女性 44.2％である．加熱式たばこ使用の調査を
開始した 2018 年は，喫煙者全体の 20.3％（男性 22.1％，
女性 14.8％）であったことから，加熱式たばこ使用者
の増加がわかる．国内の販売本数でみても，2020 年に
は加熱式たばこは紙巻きたばこの半数に満たなかったが，
2023年には67％までになっている[12]．

III． 歯科における加熱式たばこに関する学会等
の動き

加熱式たばこの実態が世界的にも未知である状況下，
WHOは 2018 年 5 月に，加熱式たばこも紙巻たばこと同
様に対策すべきだとする情報を提供した[13]．一方わが
国では，同年 7 月の改正健康増進法の公布時，受動喫煙
防止対策が強化されるなかでも加熱式たばこの健康被害
が明らかでないとして，加熱式たばこは「指定たばこ」
に位置づけられた[4]．日本公衆衛生学会たばこ対策委
員会は，2020 年に「健康影響が解明されるまでは，公
衆衛生の予防原則の観点から紙巻たばこと同様の規制を
行うべきである」との政策提言を行った[13]．加熱式た
ばこに対する声明を出した日本禁煙推進医師歯科医師連
盟は見解のひとつに，たばこ葉を使用した加熱式たばこ
と，たばこ葉を使用しない電子たばこを混同して論じる
べきではないと言及している[14]．

わが国の歯科界では表 1 に示すように，改正健康増進
法の施行後，歯科医師向け新聞や情報サイトにおいてた

ばこ産業による加熱式たばこの広告や学会発表・展示の
プロモーション活動がみられた[15-16]．たばこ産業から
歯科へのアプローチを受け，日本歯周病学会は，たばこ
産業が実施した加熱式たばこの健康影響に関する歯周病
の臨床研究には問題点があると指摘した[17]．続けて歯
学系学会は合同で，加熱式たばこには多くの有害化学物
質が含まれ，紙巻たばこと比較して加熱式たばこの健康
影響が少ないかは明らかではないことをはじめとした注
意喚起を行った[18]．さらに，医・歯学系の学術団体の
連合体（禁煙推進学術ネットワーク）は，2024年に「加
熱式タバコに関する見解及び要望」を提示した[19]．こ
の文書で，FCTCは加熱式たばこも紙巻たばこと同様の
規制とすべきとしていることを挙げ[20]，国際基準に
沿った加熱式たばこの規制を要望している．

IV． 歯科領域における加熱式たばこに関する知
見

歯科領域における加熱式たばこの影響に関する報告は，
たばこ産業が実施する基礎研究が先行し[22-25]，歯科用
レジン修復物や歯肉上皮培養モデル，ウシエナメル質等
を用いて，加熱式たばこのエアロゾルと，紙巻たばこの
煙等の曝露による歯の色調や組織・細胞への影響を評価
し，比較検討した実験結果が中心である．そして，2017
年から 2022 年までのたばこ産業による研究の半数以上
は，独立した研究機関と比べて，加熱式たばこが紙巻た
ばこよりも望ましいと結論付けている [26]．2020年頃に
なると大学等の研究機関の報告もみられ，疫学研究を含
むエビデンスが集積されつつある．例えば，インプラン
ト材料であるチタンを用いて，マウスの線維芽細胞の創
傷治癒に対して加熱式たばこエアロゾル曝露が傷害とな

表1　日本における加熱式たばこに係る歯科の主な動向
年 月 内容

2013 12 日本で加熱式たばこが発売

2014 ‐ 加熱式たばこの広告が日本の新聞に初めて掲載

2017 10 日本禁煙推進医師歯科医師連盟

　「加熱式タバコに対する運営委員会緊急声明（改訂版）」

2018 ‐ 国民健康・栄養調査「生活習慣調査」の喫煙状況に「たばこ製品の種類」を設定

7 健康増進法の一部を改正する法律が成立

　加熱式たばこが「指定たばこ」に分類

2020 4 健康増進法の一部を改正する法律の全面施行

2021 9 たばこ産業　

　歯科医師向け新聞で広告活動「歯科医師の視点から　加熱式たばこの評価」

11 日本歯周病学会　

　「新型タバコ（加熱式タバコ）に関する見解」

2022 1 脱タバコ社会実現 歯科研究ネットワーク　口腔9学会合同脱タバコ社会実現委員会

　「新型タバコ、特に加熱式タバコに関する注意喚起」

6 たばこ関連企業

　歯科医師情報サイトでPRレポート「加熱式たばこは喫煙者の口腔衛生の改善に寄与できるか」

9 日本歯周病学会 

　「新型タバコ（加熱式タバコ）に関する見解2」

報告「加熱式タバコの毒性を知り科学的根拠に基づく施策の実現を」日本学術会議. 2023年9月 [21]をもとに作成
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る[27]，唾液分泌量は加熱式たばこ使用者で非喫煙者よ
りも低く，唾液の自然免疫成分に与える悪影響が示唆さ
れる[28]，紙巻たばこおよび加熱式たばこ等の使用者に
おいて，非喫煙者と比較して口腔粘膜の細胞毒性および
遺伝毒性の損傷が増加している[29]，非喫煙者と比較し
て加熱式たばこ使用者は自己申告による歯周病の有病率
と関連している[30]，加熱式たばこ使用者が不健康な食
生活を好む傾向には，味覚の変化が関与している可能性
がある[31]ことが示されている．

以上より，歯科における加熱式たばこの口腔の健康に
関するエビデンスが明らかになってきているものの，研
究デザインが限定的であるとともに，研究の質に影響し
得るたばこ産業関与によるバイアスがみられる調査研究
が少なくないことがわかった．

V．加熱式たばこ対策に向けた歯科領域の課題

今回の歯科領域におけるナラティブレビューの結果，
加熱式たばこは市場に登場して日が浅く，短期的影響の
エビデンスに比して，長期的な臨床研究や疫学情報の蓄
積が依然として不足していた．加熱式たばこの特性や使
用実態，歯科領域における加熱式たばこに関する報告を
もとに，今後のたばこ対策に向け，歯・口腔に対する健
康リスクを明らかにすることが課題である．紙巻たばこ
の健康影響が確立し，電子たばこについて口腔への健康
影響の知見が蓄積されているように[32]，加熱式たばこ
の長期的な健康被害を科学的に明らかにしていくには，
中立的な立場での調査研究が求められる．特に，2021
年 に 国 際 歯 科 連 盟（Fédération dentaire internationale; 
FDI）がたばこの使用を中止し，たばこ対策の推進を目
的としたポリシーステートメント [33]を重要視した，加
熱式たばこに関する調査とその評価が求められる．

さらに，多分野で取り組むたばこ対策の推進のために，
地域歯科保健活動や歯科臨床の場でも，加熱式たばこの
使用状況を把握し，歯科の視点を入れた禁煙支援の展開
が重要である．また，2020 年より禁煙治療の対象に加
熱式たばこ使用者も加わったことから，必要に応じて歯
科が禁煙外来との連携を強化することで，喫煙対策の促
進につながると考える．
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